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安政と 年号の あらたまった 年の 三月 十八 日であった。 

ひるめし さんじ や 

半 七 はこれ から 午 飯 を 食って、 浅 草の 三 社 祭り を 見物 

に 出かけようかと 思って いると ころへ、 三十 五六の 男 

がたず ねて 来た。 かれは 神 田の 明 神 下の 山城 屋 という 

質屋の 番頭で、 利兵衛 という 白鼠で ある こと を 半 七 

はかね て 知っていた。 

「なんだか お天気が はっきり しないので 困ります。 折 

よみや 

角の 三 社 様 もき のうの 宵宮 はとうとう 降られて しまい 

ました。 きょう もどう で ございま しょうか」 と、 利 兵 



うち 

からね。 それに 一軒 呼ばれて いる 家が あります から、 

まあち よいと 顔出し をし なく つ て も 悪かろう と 思 つ て 

…… 」 と、 半 七 は 笑って いた。 

「は あ、 左様で ございま すか」 

利兵衛 はや はり もじもじしながら 煙草 をのんで いた。 

それが なにやら 仔細 ありそう にも 見えた ので、 半 七の 

方から 切り出した。 

「番頭さん。 なに か 御用です かえ」 

「はい」 と、 利兵衛 はや はり 躊躇して いた。 「実は 少々 

おねがい 申した い ことがあ つ て 出ました の で ございま 

すが、 お出さき の お 邪魔 を いたし て は 悪う，) J ざ い ます 



から、 夜分 か 明朝 また 出直して 伺う ことに 致し ましよ 

うかと 存じます」 

い つ とき 

「なに、 構いませんよ。 もともと お祭り 見物で、 一 刻 

半 刻 を あらそう 用 じゃあな いんです から、 なんだか 知 

らな いが 伺おう じゃありません か。 おまえさん も忙が 

しいから だで 幾た び も 出て 来る の は 迷惑でしょう から、 

遠慮なく 話して ください」 

「お差し支え ございますまい か」 

「ちっとも 構いません。 いったい どんな 御用です。 な 

にか 御 商売 上の ことです か」 と、 半 七 は 催促す るよう 

さ 
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だと 宜しい ので ございま すが、 御 承知のと おり 野暮な 

人間で ございまして …… 。 いえ、 実は 親分さん。 ほか 

のこと では) J ざ いません が、 少々 お 知恵 を 拝借した い 

と 存じまして …… 。 ぉ忙 がしい ところ を 甚だ 御迷惑と 

も 存じます ので、 手前 も いろいろ 考えた ので ございま 

す 力 」 

前置きば かりが とかく 長いので、 半 七 もす こし 焦れ 

て 来た。 かれは 再び 窓の 方 を 見 かえって、 わざとら し 

きせる 

く 吸い さしの 煙管 を ぼん ぼんと 強く 叩く と、 その 音に 

おびやかされ たように、 利 兵 衛は容 を あらためた。 

「親分さん。 手前 はと かく 口下手で 困ります ので …… 



気の毒 だ。 ところで、 それが どうかし たんです かえ」 

「徳 次郎は 半月 ほど 前から、 急に 口中が 腫れ ふさがり 

まして 口 を 利く ことが 出来 なくなりました。 出入りの 

医者に 手当 をして 貰い ましたが、 だんだん 悪くな り ま 

すば かりで、 よん どころ なく 駕籠に 乗せまして、 ひと 

やど 

まず 宿へ 下げました ので ございます。 宿 は 本 所 

あいおい ちょう さかなや じってい 

相 生 町の 徳蔵 という 魚屋で、 ふだんから 至極 実体な 

人間で ございます。 ところが、 宿へ 帰りまして から 徳 

次郎の 模様が いよいよ 悪くなりまして、 とうとう きの 

うの 八ッ頃 (午後 二 時) に 息 を 引き取った そうで、 ま 

ことに 可哀 そうな こと を 致しました。 それ もま あ 



じゅみょう 

寿命 なら 致し方な いので ございま すが、 当人が いよ 

いよ 息 を 引き取ります 時、 廻らない 舌で 何 か 申し まし 

たそうで …… 」 云い かけて、 利兵衛 はまた 躊躇した。 

「どんな こと を 云つ たんです」 と、 半 七 は 追い かけて 

き 
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「それが お前さん。 徳次郎 が 死にぎ わに、 わたし は 店 

のお 此 さんに 殺された の だと 申した そうで …… 」 と、 

利 兵衛は 小声で 答えた。 

ぉ此 というの は、 山城 屋の ひとり 娘で、 町内で も 評 

きりょう 

判の 容貌 好し であるが、 どういう わけ か 縁遠くて、 二 

しらは きむすめ 

十六 七になる まで 白 歯の 生娘であった。 それが ために 



兎角よ くない 噂が 生み出されて、 ぉ此は 弁天 娘と いう 

あだ 名で 呼ばれて いた。 しかも それが 普通に 用いられ 

る 善い 意味で はない ので、 山城 屋の 親た ち もよ ほど そ 

れを 苦に 病んで いるら しかった。 それらの 事情 は 半 七 

も かねて 知ってい たが、 そのお 此 がどうして 小僧 を 殺 

した か、 彼 もさす がに 早速の 判断 を 下す ことが 出来な 

かった。 その 思案の 眼 色 をう かがいながら、 利 兵衛は 

つづけて 語り 出した。 

「徳 次郎が 病気に なり ましたの は、 ちょうどお 雛 様の 

宵 節句の 晚 からで > J ざいまして、 ほかの 奉公人の 話に 

よります と、 夕方から 何だか 口中が 痛む とか 申して、 



の 外聞 も) /ざいます ので、 手前 共が 気 を 痛め て 居り ま 

す」 

「お 察し 申します」 と、 半 七 はうな ずいた。 「そり や あ 

お困りでしょう」 

「勿論、 手前 方で も 相当のと むらい 料 を 遣わす つもり 

で 居ります が、 どうも その、 相手方の 申し 条が 法外で 

ございまして、 どうしても 三百 両 よこせ、 さもな けれ 

ば、 ぉ此 さん を 下手人に 訴える と 申す ので ございます。 

それ もお 此 さんが 確かに 殺した ものなら ば、 百 両が千 

両 でも 素直に 出します が、 今 申す 通りの 水かけ論で、 

こちらから 疑えば …… まあ 強請と も、 云いが かりと も、 



「その 隠居 所に は、 隠居さん と 娘の ほかに 誰もい ない 

んで すか」 と、 半 七 は 訊いた。 

「三度の たべもの は 店の 方から 運ばせ ますが、 ほかに 

小 女 を 一 人 やって ございます。 それ はお 熊と 申し まし 

て、 まだ 十五の 山出しで、 いっこうに 役に も 立ち ませ 

ん」 

「隠居さん も、 八十 一 と は 随分 長命です ね」 

「はい。 めでたい 方で ございます。 しかし 何分に も 年 

でございますから、 この頃 は 耳 も 眼もうと くな リ まし 

て、 耳の 方 はつん ぼう 同様で ございます」 

「そうでし ようね I 



らいろ いろに 考えた。 

「山城 屋 さんに 面倒な ことで も 出来たん です か」 と、 

女房のお 仙 は 膳 を 引きながら 訊いた。 

「むむ。 だが、 大して むずかし いこと も あるめえ。 お 

れ はこれ から 玄庵 さんのと ころへ 行って くるから、 着 

物 を 出して くれ」 

箸 をお くと、 すぐに 着物 を 着かえ て、 半 七 は 傘 を 持つ 

て 表へ 出る と、 雨 はま だ 未練ら しく 涙 を 降らして いた 

が、 だんだん 剝げ てく る 雲の あいだから は 薄い 日の ひ 

-0- わら 

かりが 柔 かに 流れ出して 来た。 近所の 屋根で は 雀の 

鳴く 声 もき こえた。 玄庵は 町内に 住んで いる 町医者で、 



ひさ ま つ 

芝居に 出る 久松 のよう だと 云ったら、 かれは 黙って 

真つ 紅な 顔 をして いた。 そんな こと も 今では 悲しい 思 

い 出の 一 つで あると、 ぉ留 はしみ じみ 云った。 

何分に も ほかに 幾人 も 坐って いるので、 半 七 は その 

以上に 斬り 込んで 訊く こと も 出来なかった。 おと むら 

いはと 訊く と、 きょうの 七ッ (午後 四時) に 深 川の 寺 

へ 送る の だとお 留は 答えた。 七ッ といえば もう 間 もな 

いので あるから、 いっそ ここに 居 坐って いたら、 その 

うちに 徳蔵も 帰る であろうし、 寺まで 付いて行ったら 

又な にかの 手がかり を 見つけ 出さない とも 限らない と 

思った ので、 半 七 は 自分 も 見送り をす ると 云って、 そ 



針仕事 をし ます かえ」 

じよ-つず 

「はい。 針仕事 は 上手で ございまして、 それに なんに 

も 用がない もんです から、 隠居 所の 方で 毎日な にか 仕 

事 をして 居ります」 

半 七 はかん がえ ながら 又 訊いた。 

「わたし は 知りません が、 裏の 隠居 所と いうの は 広い 

んで すかえ」 

「いえ、 それほど 広く も ございません。 女中 部屋と も 

む ま 

で 六 間ば かりで、 隠居 はたいて い 奥の 四畳半の 部屋に 

閉じ籠って おります」 

「娘 は …… 針仕事 をす るん じゃあ 明るい ところに いる 



ようと、 半 七 はこ こで 利 兵衛と 別れた。 

浅 草の 並木で 一 軒、 広小路で 一 軒、 ゆく さきざきで 

祭りの 酒 をし いられて、 下戸の 半 七 はいよ いよ 酔い 潰 

れ たので、 広小路から 駕籠 を 頼んで 貰って、 その 晚の 

四ッ (午後 十 時) 過ぎに 神 田の 家へ 帰った。 帰る と、 

すぐに 寝床へ ころげ 込んで、 あしたの 朝まで 正体 も 無 

しに 寝て しま つ た。 

眼の さめた の は 五ッ頃 (午前 八 時) で、 あさ 日 はう 

らら かに 窓から 視 いていた。 まぶしい 眼 を こすりな が 

ら、 枕 もとの 煙草盆 を 引きよ せて 一 服す つてい ると、 

その 寝込み を 襲って 来たの は 子分の 善 八であった。 



名 古屋へ 帰つ て 金貸しで もす る つもり だ つたそう です _ 

そうなる と、 色男の 伝 介 も 置き去り を 食う わけで、 命 

を 取られな いのが 仕合わせ だ つた かも 知れません よ。 

ぉ留は 無論 重罪です から、 引き 廻し の 上、 千 住で 磔刑 

にか けられました」 

これで 魚屋の 方の 問題 は 解決した が、 まだ 私の 気に 

かかって いるの は 山城 屋の 娘の 一件であった。 一方に 

こうした 重罪 犯 を 出した 以上、 その 百両の 金の 出 所 も 

当然 吟味され なければ なるまい。 ひいては 山城 屋の秘 

密も 暴露され なければ なるまい。 それにつ いて 半七老 

人の 説明 を 求める と、 老人 はしず かに 答えた。 
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